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1．はじめに
看護学生は過密なカリキュラムで、臨地実習時間数
も多いことから、生活も不規則になりやすく、学生自
身の健康管理という側面から食生活を整えることは重
要である。さらに、患者の食生活援助や指導に将来携
わることから、看護援助する者という側面からも、ま
ずは自分の食生活を管理できることが求められる。
看護学生を対象とした食習慣や食生活の実態や認
識 1-6）に関する研究では、看護学生はストレスや学業
の忙しさから、自分ではわかっていても望ましい食生
活ができにくい状況が報告されている。藤田ら 7）は、
看護学生の食生活改善に向けた教育プログラムを開発
し実施した結果を報告している。一定の効果は認めら
れたものの、介入の難しさが浮き彫りとなった。この
ように、看護学生の食生活には改善する余地があるこ
とがわかっている。看護学生自身の食習慣や食生活の

実態や認識は明らかになっている一方で、食習慣と食
への認識についてその関連を明らかにした調査は見当
たらなかった。
わが国では、平成 12 年（2000 年）3 月に、当時の
文部省、厚生省及び農林水産省が連携して「食生活指
針」を策定している。平成 17 年（2005 年）に食育基
本法が制定され、食に関する正しい知識・適切な食習
慣を子どものうちから身につけるための教育が開始さ
れた。現在の看護学生は食育を受けて育った世代であ
り、「食生活指針」に示されている望ましい食生活に
ついて教育を受けていることが予測される。長年使わ
れてきた「食生活指針」は、平成 28 年（2016 年）6
月文部科学省、厚生労働省、農林水産省によって一部
改訂された 8）が、項目中の表現についての一部見直し
や項目の順番の入れ替えなどで、基本的な内容にはほ
とんど変更はなかった。
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要約
　看護系大学 1年生の食習慣と食への認識の実態、食習慣と食への認識および認識間の関連を明らかにすることを目的
に調査を行った。対象は看護系大学 1年生で協力に同意の得られた 82 人であった。食習慣（「食生活指針」に示された
行動の実施度合い）11 項目と食への認識 6項目で構成された質問紙調査を無記名で 2017 年に実施した。
　その結果、食習慣においては「食事を楽しんでいる」「ごはんなど、穀類もしっかり摂取するようにしている」「3食
きちんと食べる」「食品の無駄や廃棄が少なくなるように気を付けている」「野菜・果物・牛乳・乳製品・豆腐・魚など
を摂取するように気を付けている」と、半数以上の学生が「いつもそうである」と回答した。食への認識においては「食
生活と健康は関連が深いと思いますか」「患者の回復に果たす食事の役割は大きいと思いますか」について、約 8割の学
生が「とてもそうである」と回答した。スピアマンの順位相関分析を行った結果、「食生活と健康は関連が深いと思いま
すか」と「患者の回復に果たす食事の役割は大きいと思いますか」の 2項目間（r=0.519, p<0.000）、「自分の食事に関心
がありますか」「患者の食事に関心がありますか」の 2項目間（r=0.410.p<0.000）において、有意な正の相関が認められ
た。
　望ましい食習慣が身についていると考えられる看護学生がほとんどであった。食と健康の関わりについても認識が高
く、自分の食事に関心を持つことは、患者の食事への関心も高めていた。学生が自分の食生活に興味を持ち整えることは、
患者への食に関するケアへの関心へつながることが示唆された。
キーワード：看護系大学 1年生、食習慣、食への認識

京府医大看護紀要，29：41－45，2019



看護系大学 1年生の食習慣と食への認識

－ 42 －

そこで、看護学生の食習慣として、本研究では「食
生活指針」に示されている食生活の望ましい行動をど
の程度実施しているのかでみることとした。さらに、
この食習慣と食への認識に関連があるのかを調査する
ことにした。また、食への認識と認識間の関連もみる
ことにした。今後の指導の一助とするため、対象者は
看護系大学 1年生とした。

2．目的
看護系大学 1年生の食習慣（「食生活指針」に示さ
れた行動の実施度合い）と食への認識の実態と、食習
慣と食への認識および認識間の関連を明らかにする。

3．方法
1）対象者
看護系大学 1年生の 87 人を対象者とした。
2）調査方法
無記名による質問紙調査を平成 29 年（2017 年）10
～ 11 月に実施した。調査内容は、改定前の「食生活
指針」11 項目（内容を損なわない範囲で端的な文章
にした）と食への認識として、筆者ら 9-11）の先行研究
をもとに独自に考えた質問 6項目であった。学生は、
改定前の「食生活指針」に基づいた教育を受けた世代
であるため、改定前の内容で質問は構成した。
3）倫理的配慮
学生には、研究の趣旨、研究協力は任意であること、
調査は無記名で匿名性が確保されること、参加の有無
による不利益がないこと、成績等に関与しないこと、
成果は学会や論文として発表されることを口頭と書面
にて説明した。調査用紙に、調査協力の可否について
意思確認する欄を設けた。
調査用紙は，教員がいない場所に提出用の箱を設置

して回収した。
4）統計方法
「食生活指針」11 項目は、「いつもそうである」か
ら「そうでない」までの 4選択肢で回答を求め、「い
つもそうである」から順に 4～ 1点を配した。食への
認識 6項目は、「とてもそうである」から「そうでない」
までの 4 選択肢で回答を求め、「とてもそうである」
から順に 4～ 1点を配した。単純集計と項目間の関連
をみるためスピアマンの順位相関分析を行った。有意
水準は 5％とした。なお、順位相関分析は、「食生活
指針」11 項目については合計得点を用いて行った。
この合計得点は、これ以降、便宜上、食事指針実行度
得点と呼ぶ。

4．結果
質問紙は 87 人全員から提出され、研究への同意は
82 人から得られた。欠損値はなく、有効回答は 100%
であった。男性が 2人、女性が 80 人で、平均年齢は
18.7（標準偏差 1.90）歳であった。
「食生活指針」11 項目に対する回答は、表 1に示す
とおりであった。「①食事を楽しんでいる」「④ごはん
など、穀類もしっかり摂取するようにしている」「②
3食きちんと食べる」「⑩食品の無駄や廃棄が少なく
なるように気を付けている」「⑤野菜・果物・牛乳・
乳製品・豆腐・魚などを摂取するように気を付けてい
る」については、半数以上の学生が「いつもそうであ
る」と回答した。「⑥食塩はとり過ぎないようにして
いる」「⑨地域の産物をなるべく食べるようにしてい
る」については、約 3割の学生が「あまりそうでない」
と回答した。
食への認識 6項目に対する回答は、表 2に示すとお
りであった。「3. 食生活と健康は関連が深いと思いま

表 1　「食生活指針」11項目に対する回答結果
いつも あまり

　質問項目 そうである そうである そうでない そうでない
① 食事を楽しんでいる 69（84.1） 13（15.9）  0　（0.0）  0　（0.0）
② 3食きちんと食べる 56（68.3） 22（26.8）  4　（4.9）  0　（0.0）
③ 主食とおかずをバランスよく摂取し、栄養が偏らないように
気を付けている

25（30.5） 52（63.4）  5　（6.1）  0　（0.0）

④ ごはんなど、穀類もしっかり摂取するようにしている 60（73.2） 21（25.6）  1　（1.2）  0　（0.0）
⑤ 野菜・果物・牛乳・乳製品・豆腐・魚などを摂取するように
気を付けている

45（54.9） 32（39.0）  5　（6.1）  0　（0.0）

⑥ 食塩はとり過ぎないようにしている 22（26.8） 34（41.5） 22（26.8）  4　（4.9）
⑦ 脂肪の多い食品はとり過ぎないようにしている 25（30.5） 39（47.6） 15（18.3）  3　（3.7）
⑧ 適性体重が保てるように、気を付けている 26（31.7） 42（51.2） 13（15.9）  1　（1.2）
⑨ 地域の産物をなるべく食べるようにしている  9（11.0） 34（41.5） 27（32.9） 12（14.6）
⑩ 食品の無駄や廃棄が少なくなるように気を付けている 47（57.3） 26（31.7）  8　（9.8）  1　（1.2）
⑪ 自分の食生活を見直すことがある 25（30.5） 49（59.8）  8　（9.8）  0　（0.0）

n=82　（  ）内は％
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すか」「4. 患者の回復に果たす食事の役割は大きいと
思いますか」については、約 8割の学生が「とてもそ
うである」と回答した。「1. 自分の食事に関心があり
ますか」「2. 患者の食事に関心がありますか」につい
ては、約半数の学生が「そうである」と回答した。「5. 食
品の成分表示を活用しますか」「6. あなたは健康食品
を利用しますか」については、約半数の学生が「あま
りそうでない」と回答した。
スピアマンの順位相関分析の結果は、表 3に示すと
おりであった。相関係数が 0.4 以上で有意な正の相関
が認められたのは「3. 食生活と健康は関連が深いと思
いますか」と「4. 患者の回復に果たす食事の役割は大
きいと思いますか」の 2 項目間（r=0.519, p<0.000）、
「1. 自分の食事に関心がありますか」「2. 患者の食事に
関心がありますか」の 2項目間（r=0.410.p<0.000）で
あった。相関係数が 0.2 以上 0.4 未満で、有意な弱い
正の相関を示したものは 7つあった。その中で、相関
係数が 0.3 以上であったのは、「5. 食品の成分表示を活
用しますか」「7. 食事指針実行度得点」の 2 項目間
（r=0.389, p<0.000）、「1. 自分の食事に関心があります
か」「7. 食事指針実行度得点」の 2 項目間（r=0.353, 
p=0.001）であった。相関係数が 0.2 以上 0.3 未満であっ

たのは、「2. 患者の食事に関心がありますか」「7. 食事
指針実行度得点」の 2項目間（r=0.294, p=0.007）、「5. 食
品の成分表示を活用しますか」「6. あなたは健康食品
を利用しますか」の 2項目間（r=0.293, p=0.008）、「1. 自
分の食事に関心がありますか」「3. 食生活と健康は関
連が深いと思いますか」の 2 項目間（r=0.284, 
p=0.010）、「4. 患者の回復に果たす食事の役割は大き
いと思いますか」「7. 食事指針実行度得点」の 2項目
間（r=0.270, p=0.014）、「1. 自分の食事に関心があり
ますか」「4. 患者の回復に果たす食事の役割は大きい
と思いますか」の 2項目間（r=0.235, p=0.034）であっ
た。

5．考察
「食生活指針」11 項目に対する回答をみると、半数
以上の学生が「いつもそうである」とした項目は、食
事のバランスを考慮した内容であり、「そうである」
という回答と合わせてみると、ほとんどの学生が食事
に対して望ましい習慣を身につけていることがうかが
えた。一方で約 3割の学生が「あまりそうでない」と
回答し、習慣化していないと考えられた項目は「食塩
はとり過ぎないようにしている」「地域の産物をなる

表 2　食への認識 6項目に対する回答結果
とても あまり

　質問項目 そうである そうである そうでない そうでない
1. 自分の食事に関心がありますか 33（40.2） 40（48.8）  7　（8.5）  2　（2.4）
2. 患者の食事に関心がありますか 30（36.6） 47（57.3）  5　（6.1）  0　（0.0）
3. 食生活と健康は関連が深いと思いますか 69（84.1） 13（15.9）  0　（0.0）  0　（0.0）
4. 患者の回復に果たす食事の役割は大きいと思いますか 65（79.3） 17（20.7）  0　（0.0）  0　（0.0）
5. 食品の成分表示を活用しますか 13（15.9） 28（34.1） 35（42.7）  6　（7.3）
6. あなたは健康食品を利用しますか  5　（6.1） 21（25.6） 46（56.1） 10（12.2）

n=82　（  ）内は％

表 3　スピアマンの順位相関分析の結果
質問項目 1 2 3 4 5 6 7

1. 自分の食事に関心あり ―

2. 患者の食事に関心あり 0.410**
（p=.000） ―

3. 食生活と健康は関連深い 0.284**
（p=.010）

0.166
（p=.136） ―

4. 回復に食事の役割大きい 0.235*
（p=.034）

0.199
（p=.073）

0.519**
（p=.000） ―

5. 成分表示を活用する 0.215
（p=.053）

0.148
（p=.183）

0.027
（p=.809）

0.034
（p=.762） ―

6. 健康食品を利用する 0.060
（p=.594）

-0.191
（p=.086）

-0.100
（p=372）

-0.111
（p=.323）

0.293**
（p=.008） ―

7. 食事指針実行度得点 0.353**
（p=.001）

0.294**
（p=.007）

0.199
（p=.073）

0.270*
（p=.014）

0.389**
（p=.000）

0.125
（p=.263） ―

n=82　（注 *：p<0.05  **：p<0.01）
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べく食べるようにしている」であった。食塩を気にし
ない理由は定かではないが、この年代の興味であるダ
イエットにつながる脂肪の摂取には気を付けているこ
とから、直接体重には無関係であるからなのか、もし
くは直接料理の味付けに携わることが少ないからなの
かも知れないと予測される。今後の検討課題と考える。
地域の産物については、まだ若い世代なので、今後育っ
ていく習慣と思われる。「食生活指針」については、
ほぼ習慣化されていることがわかった。ただ、塩分に
ついては、日本人にとって取り過ぎが大きな問題と
なっており、現在の「日本人の食事摂取基準（2015
年版）」12）で成人男性が 8.0g/ 日未満、女性 7.0g/ 日
未満であるものが、2020 年から使用する新しい「食
事摂取基準（2020 年版）」では、さらに 0.5g ずつ基準
が引き下げられる予定である。患者の指導においても、
塩分制限は重要な項目であり、学生の興味を促す工夫
が必要である。
食への認識 6項目に対する回答をみると、自分や患
者の食事に関心が高く、食生活と健康の関連や食事が
健康回復に果たす役割についてもしっかり認識してい
る様子がうかがえた。本研究対象の学生は「栄養学」
をすでに大学で受講している。合田ら 13）は看護学生
が「栄養学」受講前後で食に関してどのような影響を
受けるのか比較して報告し、「栄養学」受講によって、
確実に食に関する知識が高まると述べている。今回の
対象学生も、学習の効果があらわれているものと考え
られる。
相関分析の結果をみると、食生活と健康は関連が深
いと、回復に食事の役割は大きいという認識間で、最
も相関係数が高く、有意な正の相関が認められた。こ
れはうなずける結果であり、「栄養学」の知識による
ところが大きいと考えられる。また、自分の食事への
関心は、患者の食事への関心、食生活と健康との関連、
回復に果たす食事の役割、食事指針実行度と有意な正
の相関を示しており、学生が自分の食事に関心を持つ
ことは、食生活を整え、患者の食事についても興味を
深めることにつながることが示唆された。松原ら14）は、
看護学生は高学年になるほど、自分の食事の栄養バラ
ンスを意識し、病気の治療における食事・栄養管理や
経口摂取の重要性を認識する学生が多くなると報告し
ている。1年生が現在持っている食への認識を高めて
おくことは、将来、患者の食のケアへの興味・実践に
つながることが予測される。看護技術において食生活
の援助方法を学ぶときには、学生自身の食生活も振り
返る機会を設けるなど、学習の中で学生の食生活管理

にもつながるようなアプローチを行うことが望ましい
と考える。
食品の成分表示の活用と、健康食品の利用、食事指
針実行度との間に有意な正の相関を示した。食品の成
分表示を活用する学生は多くはなかったが、意識して
成分表示をみる学生は食に対する認識が高いことが予
測され、自分の健康に対して健康食品を活用したり、
食習慣も整えていると考えられる。
本研究対象者は、1看護系大学に所属する 1年生で
あり、人数も限られており、結果が全ての学生に適用
できるものではないが、今回示された学生の持つ傾向
は指導の一助になる資料であると考える。

6．結論
看護系大学 1年生 82 人に、食習慣（「食生活指針」
に示された行動の実施度合い）と食への認識を調査し
た結果、次のことがわかった。
1）  食習慣の質問に、「食事を楽しんでいる」「ごは
んなど、穀類もしっかり摂取するようにしてい
る」「3食きちんと食べる」「食品の無駄や廃棄
が少なくなるように気を付けている」「野菜・果
物・牛乳・乳製品・豆腐・魚などを摂取するよ
うに気を付けている」と、半数以上の学生が「い
つもそうである」と回答した。

2）  食への認識に対する質問である「食生活と健康
は関連が深いと思いますか」「患者の回復に果た
す食事の役割は大きいと思いますか」について、
約 8割の学生が「とてもそうである」と回答した。

3）  スピアマンの順位相関分析を行った結果、「食生
活と健康は関連が深いと思いますか」と「患者
の回復に果たす食事の役割は大きいと思います
か」の 2項目間（r=0.519, p<0.000）、「自分の食
事に関心がありますか」「患者の食事に関心があ
りますか」の 2 項目間（r=0.410.p<0.000）にお
いて、有意な正の相関が認められた。
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